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2≧r のとき Aと B は共通部分を持たず、 
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20  r のとき 

Aと B の共通部分は、右図の網掛部を x軸中心に回転した立体である。 

この共通部分の体積は 
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以上により 20  r のとき
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V  、 r≦2 のとき 
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V  ……(答) 

 

20  r のとき 0
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20  r においてV は単調増加であるから、グラフは右図の通り。 
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求める r は 21  r の範囲にある。 
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求める r は 5.14.1  r の範囲にある。 
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以上により、求める r は 5.145.1  r の範囲にあるから、四捨五入して小数第 1位まで求めると 
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